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平野店
月～土曜日（日・祝休み）

大阪市平野区平野西5-2-2
（TEL.06-6702-7739）
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イ
ラ
ク
ウ
の
ア
シ
ロ、
し
か
し。
た
し
ま

の
格
価
料
肥
も
て
い
お
に
面
業
農
た
ま、
騰
高
の
格
価
料
材
原
入
輸、
や
騰

し
う
こ。
た
し
ま
し
ぼ
及
を
響
影
な
き
大
に
業
農
の
本
日、
り
よ
に
等
騰
高

懸
が
少
減
の
益
収
業
事
も
て
し
ま
き
お
に
業
事
の
Ａ
Ｊ
当、
中
の
況
状
た

業
事
A
J
の
様
皆、
果
結
の
進
推
業
事
の
門
部
務
業
各、
が
た
し
ま
れ
さ
念

お
て
し
移
推
に
調
堅
ろ
こ
と
の
在
現、
て
し
ま
ち
も
を
力
協
ご
・
用
利
ご
の

。
す
ま
り
お
て
え
考
と
い
た
げ
繋
に
益
収
業
事、
り
よ
に
と
こ
る
す
供
提

４
２
０
２
「く
巻
り
取
を
界
業
送
運
・
流
物
は
年
本、
え
迎
を
年
い
し
新

　

組、
り
お
て
れ
さ
定
予
が
制
規
限
上
の
働
労
外
間
時
の
業
流
物、
」
題
問
年

長

合

組

事

理

表

代

務

専

事

理

表

代

）
務
常
当
担
農
営
務
兼
（

事

理

務

常

）

務

常

当

担

務

総

（

事

理

務

常

）
務
常
当
担
済
共
・
用
信
（理

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

聡
　
中
田

彦
和
　
野
文

彦
敏
　
村
竹

章
吉
　
本
山

司
昌
　
田
荻

人
義
　
井
寺

二
眞
　
野
西

章
　
村
　辻

三
博
　
江

彦
雅
　
中
田

規
充
　
田
島

明
清
　
木
青

優
　
野
上

等
　
本
芝

保
　
田
上

也
祐
　
田
石辻

一
　
本

JA大阪市 MOE　2024年 冬号 4

、
は）
協
農
（A
J

　

い
よ
り
よ、
り
守
を
業
農

た
れ
さ
織
組
に
的
目
を
と
こ
く
築
を
会
社
域
地

組
正
る
あ
で
手
い
担
の
業
農。
す
で
合
組
同
協

さ
成
構
り
よ
に
員
合
組
准
の
外
以
家
農
と
員
合

。
す
ま
い
て
れ

員
合
組
正、
て
し
と
織
組
の
め
た
の
員
合
組

　

る
す
与
関
に
営
運
の
A
J
で
ど
な
会
代
総、
は

の
そ
は
に
員
合
組
准、
方
一。
す
ま
き
で
が
と
こ

合
組
准、
で
こ
そ。
た
し
で
ん
せ
ま
り
あ
が
会
機

員
合
組
准
ら
か
度
年
３
和
令、
め
た
う
伺
を
見

展
発
の
済
経
域
地
や
業
農
域
地
に
共
と
員
合
組

し
か
活
に
営
運
A
J
の
後
今
を
見
意
ご
な
重
貴

。
す
ま
き
い
て

す、
ち
う
の
望
要
ご
や
見
意
ご
た
い
だ
た
い

　

的
期
長、
し
善
改
は
ろ
こ
と
る
き
で
善
改
に
ぐ

検
う
よ
る
き
で
善
改
は
と
こ
な
要
必
が
討
検
に

。
す
ま
き
い
て
し
討

26名のモニターより、計191件のご意見・ご感想・ご要望をいただきました。

目
回
１
第

  

●

4
和
令

年
6
月
30

）
木
（日

、
義
講
の
り
作
米、
て
に

。
施
実
を
験
体
え
植
田

目
回
２
第

  

●

4
和
令

年
9
月
16

）
金
（日

学
見
の
場
圃
園
農
貸

　

支
野
平
後
の
そ。
施
実
を

。
催
開
を
会

目
回
３
第

  
●

4
和
令

年
10
月
31

）
月
（日

ノ
ヒ、
験
体
刈
稲、
て
に

会
食
試
米
新
の
リ
カ
ヒ

。
施
実
を

目
回
4
第

  

●

5
和
令

年
2
月
17

）
金
（日

阪
大
Ａ
Ｊ
の
後
今、
点
善

い
て
し
く
良
り
よ
を
市

会
換
交
見
意
の
め
た
く

。
施
実
を

教
に
寧
丁
ら
か
一
を
り
作
米、
明
説
の
具
器
や
械
機

。
た
し
ま
来
出
が
と
こ
る
す
解
理
く
よ、
き
だ
た
い
て
え

れ
さ
を
み
組
り
取
い
良
ど
な
供
提
の
苗
の
へ
校
学
小

。
す
ま
い
て
じ
感
と
る
い
て

と
る
え
増
が
園
農
貸。
た
し
ま
し
心
感
に
と
こ
る
れ

。
す
ま
い
思
と
い
良

依
は
業
作
託
受
の
Ａ
Ｊ、
り
あ
も
事
う
い
と
化
齢
高

。
す
ま
い
思

。
た
し
ま
い
思
と
う
よ
べ
食
に
切
大
を
米
お、
で
の
た

組
り
取
非
是
に
と
こ
く
ゆ
て
し
や
増
を
ん
さ
員
合
組

。
い
た
き
だ
た
い
で
ん

い
白
面
も
て
え
教
ど
な
方
り
作
の
菜
野
に
ち
た
供
子

い
と
い
た
し
を
業
農
と
方
い
な
い
が
者
継
後
の
業
農

で
の
い
い
は
て
み
て
し
ど
な
み
組
り
取
ぶ
結
を
方
う
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】
見
意
ご
【

も
い
な
は
法
方
る
れ
知
に
軽
手

の
る
い
て
れ
さ
を
動
活
な
々
色

】
答
返
ご
【

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
度
年
５
和
令

　

開
展
を
動
活
報
広
た
し
用
利

イ。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
し

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
し
に
う

】
善
改
な
的
体
具
【

Ｌ
市
阪
大
Ａ
Ｊ、
り
よ
月
８
年
５
和
令

　

種
各。
設
開
を
ト
ン
ウ
カ
ア
式
公
Ｅ
Ｎ
Ｉ

記
左。
す
ま
り
お
て
し
信
発
を
報
情
な
得

か
索
検
Ｄ
Ｉ

非
是、
で
の
す
ま
き
で
が
録
登
ち
だ
友
ら

。
す
ま
し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ 令和4年度（第2期）のご意見の中から

改善に結びついた事例をご紹介

14名のモニターが活動中です。

目
回
5
第

  

●

6
和
令

年
2
月
16

）
金
（日

。
す
ま
い
て
し
定
予
を
換
交
見
意
な
発
活
の
め
た
く
い
て
し
く
良
り

い
た
り
知
と
こ
の
Ａ
Ｊ

い
た
し
出
を
見
意

の
ん
さ
員
合
組
准
な
ん
そ

※詳しくは裏表紙をご覧ください

目
回
１
第

  

●

5
和
令

年
5
月
16
日

）
火
（

業
事、
て
に
店
支
野
平

　

所
売
直
や
明
説
の
容
内

目
回
２
第

  

●

5
和
令

年
6
月
28

）
水
（日

、
明
説
の
業
事
用
利、
て

。
施
実
を
験
体
え
植
田

目
回
３
第

  

●

5
和
令

年
9
月
15

）
金
（日

学
見
の
場
圃
園
農
貸

　

後
の
そ。
明
説
の
業
事
と

作
託
受
Ａ
Ｊ
て
に
店
本

。
施
実
を
明
説
の
業

目
回
4
第

  

●

5
和
令

年
10
月
31
（日
火
）米

新、
験
体
り
刈
稲、
て

。
施
実
を
学
見
設

の
い
多
が
者
年
高
中
は
者
入
購
の
所
売
直

し
に
み
の
領
要
く
短
は
P
O
P
品
商、
で

は
で
の
い
良
が
方
た
し
く
き
大
を
字
文、
て

。
か
い
な

せ
ま
り
知
か
し
口
窓
の
店
支
は
ん
さ
Ａ
Ｊ

部
の
業
農
る
あ
で
業
事
心
中、
が
た
し
で
ん

徒
生
を
験
経
の
こ、
で
の
る
い
て
し
を
員
教

。
す
ま
い
思
と
い
た
み
て
し

料
肥
で
合
混
の
糞
鶏
と
殻
籾
の
後
り
摺
籾

感
に
の
る
い
て
し
売
販
く
な
駄
無
て
し
と

。
た
し
ま
し
致
心

い
た
み
て
し
験
体

《 LINE ID 》
＠658vtuqt 

JA大阪市
LINE公式
アカウント

JA大阪市
LINE公式
アカウント



教
に
寧
丁
ら
か
一
を
り
作
米、
明
説
の
具
器
や
械
機

。
た
し
ま
来
出
が
と
こ
る
す
解
理
く
よ、
き
だ
た
い
て
え

れ
さ
を
み
組
り
取
い
良
ど
な
供
提
の
苗
の
へ
校
学
小

。
す
ま
い
て
じ
感
と
る
い
て

と
る
え
増
が
園
農
貸。
た
し
ま
し
心
感
に
と
こ
る
れ

。
す
ま
い
思
と
い
良

依
は
業
作
託
受
の
Ａ
Ｊ、
り
あ
も
事
う
い
と
化
齢
高

。
す
ま
い
思

。
た
し
ま
い
思
と
う
よ
べ
食
に
切
大
を
米
お、
で
の
た

組
り
取
非
是
に
と
こ
く
ゆ
て
し
や
増
を
ん
さ
員
合
組

。
い
た
き
だ
た
い
で
ん

い
白
面
も
て
え
教
ど
な
方
り
作
の
菜
野
に
ち
た
供
子

い
と
い
た
し
を
業
農
と
方
い
な
い
が
者
継
後
の
業
農

で
の
い
い
は
て
み
て
し
ど
な
み
組
り
取
ぶ
結
を
方
う

JA大阪市 MOE　2024年 冬号 ６

10/30

10/20

10/20

10/19

10/10

10/19

10/12

10/25

10/18

中津保育園

大阪市立 北田辺小学校

大阪市立 晴明丘小学校

大阪市立 高殿南小学校

大阪市立 住吉川小学校

大阪市立 中央小学校

大阪市立 南百済小学校

英明幼稚園遠里小野

2～5歳児105名

2クラス61名

3クラス107名

1クラス36名

3クラス89名

5クラス161名

3クラス80名

3～5歳児32名

6/1

6/5

6/6

6/8

6/9

6/16

6/16

6/30

大阪市立 長吉南小学校

大阪市立 晴明丘南小学校

大阪市立 内代小学校

大阪市立 長原小学校

大阪市立 鶴見小学校

大阪府立 生野聴覚支援学校

大阪市立 長吉東小学校

大阪市立 平林小学校

大阪市立 鷹合小学校

2クラス42名

2クラス48名

1クラス38名

1クラス33名

2クラス50名

2～6年生12名

2クラス56名

1クラス18名

2クラス44名

6/5

6/6

6/7

6/7

6/8

6/9

6/13

6/19

6/20

場所　　　        参加人数　　田植日程場所　　　                参加人数　   田植日程    稲刈日程

合計 ◆ 田植／17校  1,012名  ◆稲刈り／9校  341名 

中津保育園の園児から 、お礼
に手作りの可愛いメダルをい
ただきました。裏面には「あり
がとう」のメッセージ。

を
」
び
学
「の
く
多
、
て
じ
通
を
」
農
・
食
・
米
「

導
指
り
刈
稲・
植
田
へ
校
学
小
の
域
地

が
虫
な
ん
色

を
と
こ
る
い
に
中
の
ぼ
ん
田

る
刈
を
稲

ニュース

・
園
稚
幼
や
校
学
小
の
域
地、
も
度
年
今

職
の
市
阪
大
Ａ
Ｊ
に
等
田
習
学
の
園
育
保

を
業
授
張
出
の
り
刈
稲
・
植
田、
き
赴
が
員

的
合
総
「の
生
年
5
学
小。
た
し
ま
し
施
実

が
校
学
る
す
施
実
て
し
と」
間
時
の
習
学
な

食
主、
に
達
も
ど
子
う
担
を
代
世
次、
く
多

て
い
つ
に
業
農
や
食、
び
学
て
い
つ
に
米
の

。
す
で
的
目
が
と
こ
う
ら
も
て
え
考

を
苗
の
リ
カ
ヒ
ノ
ヒ、
は
で
市
阪
大
Ａ
Ｊ

　

教
農
食
の
生
年
5
学
小、
他
る
す
供
提
償
無

市
を』
し
ら
く
の
ち
た
私
と
業
農
『材
教
育

ど
な
る
す
布
配
冊
千
2
万
2
計
に
校
各
内

業
授
張
出、
は
材
教
の
こ。
施
実
を
援
支
の

も
に）
ズ
イ
ク
や
学
座
（習
学
前
事
の
際
の

い
な
の
田
習
学、
た
ま。
す
ま
い
て
し
用
活

は
植
田
の
月
６

　

や
員
職
の
市
阪
大
Ａ
Ｊ、

方
え
植
ら
か
生
先

に
足
裸、
け
受
を
導
指
の

。
す
で
業
作
の
ら
が
な
じ
感
を
泥
の
田
水

10い
な
れ

進
促
農
営、
し
燥
乾
で
校
学
各
は
稲
た
し
穫

ま
べ
食
て
し
に
ど
な
リ
ギ
ニ
オ
で
習
実
理

課
ぶ
結
を
り
実、
し
を
話
世
で
田
習
学。
す

と
ひ、
は
い
わ
味
の
米
た
し
穫
収
て
見
を
程



JA大阪市の活動やイベントをレポート！

７ JA大阪市 MOE　2024年 冬号

菱井さんの回答を熱心に書き留める児童
たち。事前にFAXでいただいた20件を超
える質問にも、丁寧に答えていました。

生
年
5
校
学
小
南
丘
明
晴

学
見
を
田
水
の
員
合
組

校
学
小
南
丘
明
晴
立
市
阪
大、
旬
下
月
9

生
年
5

48

が
人

、

の
長
合
組
前
市
阪
大
Ａ
Ｊ

ま
れ
訪
に
学
見
を
田
水
の
ん
さ
一
由
井
菱

田
習
学
は
に
内
校
校
学
小
南
丘
明
晴。
た
し

、
め
た
い
な
が
田
水
に
隣
近、
が
す
ま
り
あ
が

よ
の
ど
は
で
田
水
の
方
の
家
農
米
に
際
実
「

接
直、
か
の
る
い
て
れ
さ
育
生
で
態
状
な
う

依
の
と」
い
た
み
て
い
聞
を
話
ら
か
者
産
生

。
す
ま
い
て
し
施
実
り
よ
度
年

稲
の
前
り
取
り
刈
ら
か
畦、
は
ち
た
童
児

　

仕
の
け
除
雀
の
製
手
が
ん
さ
井
菱。
察
観
を

あ
を
声
な
き
大、
は
に
子
様
す
か
動
を
け
掛

の
へ
ん
さ
井
菱
ら
か
童
児。
た
し
ま
い
て
げ

れ
ど
ら
か
田
水
の
こ
「、
は
で
ム
イ
タ
問
質

」
か
す
ま
き
で
穫
収
が
米
お
の
量
の
い
ら
く

で
要
必
け
だ
れ
ど
が
水
に
の
る
て
育
を
稲
「

防犯講話には、タレントのタージン氏
や岡崎弥生さんも参加。持ち前のトー
ク力で、華を添えていただきました。 を

び
学
の
め
た
い
な
わ
合
に
欺
詐

止
防
害
被
欺
詐
殊
特

度
年
5
和
令

期
半
上

彰
表
門
部

10
月
18

階
2
店
本
市
阪
大
Ａ
Ｊ、
）
水
（日

の
合
組
業
技
遊
野
平
・
合
組
業
技
遊
府
阪
大

防
害
被
欺
詐
殊
特
『ト
ン
ベ
イ
同
共
体
団
4

、
ら
が
な
え
交
を
劇
寸
る
よ
に
ん
さ
生
弥

に
害
被
ど
な
法
処
対
や
例
事
欺
詐
な
々
様

。
た
し
ま
び
学
を
識
知
の
め
た
い
な
わ
あ

、
は
で
場
車
駐
階
１
た
ま。
迎
歓
を
ち
た
者
場

鳴
る
あ
が
社
本
に
区
野
平
（」
ん
ぱ
ん
あ
み

）
品
商
ボ
ラ
コ
署
察
警
野
平
と
ン
パ
製
屋
門

売
販
の
菜
野
る
よ
に
車
売
販
動
移。
布
配
を

。
た
し
ま
れ
わ
行
も
ど
な

10
月
24

た
れ
さ
催
開
で
店
本
に）
火
（日

門
部
の
期
半
上
度
年
5
和
令、
て
に
会
事
理

金、
は
彰
表
の
こ。
た
し
ま
れ
わ
行
が
彰
表

）
資
融
・
金
年
・
金
貯
（目
項
3
点
重
門
部
融

を
績
実
に
毎
期
半
下
・
期
半
上、
に
象
対
を

。
す
で
の
も
う
競

・
金
貯、
は
で
彰
表
者
当
担
外
渉
の
回
今

　

接
ど
な
る
な
に
位
1
率
同
に
共
門
部
資
融

長
合
組
事
理
表
代
中
田。
た
し
ま
り
な
と
戦

支、
り
返
り
振
を
み
組
り
取
の
身
自
に
れ
ぞ

を
い
想
る
す
対
に
標
目
の
後
今、
謝
感
の
へ

。
た
し
ま
し
表
発

第2位
谷口  善紀 
（平野支店）

第1位
谷口  善紀 
（平野支店）

第3位
村野  貴大

（東住吉支店）

第1位
竹本  昂大

第1位
竹本  昂大

第1位
東堤  敦

（長吉支店）

第1位
石井　康佑

◆年金 渉外部門◆

第2位 
長吉支店

（大磯  なつみ）

第3位
平野支店

（田口  有希）

第1位
住之江支店
（丸尾  夕貴）

◆年金 窓口部門◆ ◆融資 渉外部門◆ ◆貯金 渉外部門◆
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ニュース

直木三十五の生誕地（中央区安堂寺町榎
大明神横）に建てられた文学碑には、著作
「南国太平記」の一説が刻まれています。

見
発
再
を
力
魅
の
内
市
阪
大第

19

か
な
ち
ま
阪
大
回

グ
ン
キ
イ
ハ

抜き取った米は、カルトンと呼ばれる白と黒の
皿に載せられます。そうすると悪い米が見えや
すくなるそうです。

7月に手で植えた苗が立派に実りました。
鎌を使うのは、小さな子にはなかなか大変。
稲を支えてもらいながら、刈り取りに集中！

リ
カ
ヒ
ノ
ヒ
米
新
産
年
5
和
令

施
実
を
査
検
の
米
新

穫
収
を
り
実
た
え
植
に
夏

験
体
業
農
で
子
親

11

わ
に
間
日
2
の）
木
（日
2）
水
（日
1
月

促
農
営
を
査
検
の
米
の
産
年
5
和
令、
り
た

査
検
物
産
農
の
者
格
資
有、
は
査
検
の
米

　

具
器
う
い
と）
す
さ
（子
刺。
す
ま
い
行
が
員

色
の
そ、
り
取
き
抜
ら
か
袋
を
米
て
い
用
を

際
た
し
を
米
精。
査
検
を
ど
な
量
分
水
・
粒
や

断
判
を
級
等
に
元
を
ど
な
れ
割
胴
や
質
品
の

店
本
や
者
当
担
の
店
支
各。
す
ま
き
い
て
し1

（

袋
30
k
g

査
検
の）

。
た
し
ま
し
施
実
を

A
J
は
米
お
た
れ
さ
査
検

　

米
玄、
れ
ら
取
い
買
て
に

支
各、
で
形
の
米
精
や

い
お
「所
売
直
や
店

。
す
ま
い
て
れ
さ

11

度
年
5
和
令
『ト
ン
ベ
イ
業
事
援
応
農
食、
て

回
2
第

、
し
催
開
を』
験
体
業
農
で
子
親

46農。
た
し
ま
し
加
参
が）
生
学
小
（子
親
の
名

機
く
だ
た
い
て
え
考
で
子
親
て
い
つ
に
業
農

。
す
で
的
目
が
と
こ
る
作
を
会

挨
り
よ
長
合
組
事
理
表
代
聡
中
田
に
め
初

　

目
回
1
第
の
月
7。
始
開
を
験
体
穫
収、
れ
か

護
保
が
達
も
ど
子、
を
稲
た
し
を
え
植
田
に

り
掘
も
い
ま
つ
さ。
た
し
ま
り
取
り
刈
で
鎌

懸、
ら
が
な
し
意
注
う
よ
い
な
け
付
を
傷
を

大
A
J、
た
ま。
た
し
ま
い
て
し
出
り
掘
に
命

員
職
入
新
の
度
年
今
の
市
阪

14

加
参、
も
名

10
月
26
日

）
木
（

第
『

19

か
な
ち
ま
阪
大
回

ま
阪
大
「。
た
し
ま
し
催
開
を』
グ
ン
キ
イ
ハ

動
活
進
増
康
健、
は」
グ
ン
キ
イ
ハ
か
な
ち

ガ
き
歩
街。
施
実
に
秋
と
春
回
2
年
て
し
と

所
名
・
跡
史
の
内
市、
と
も
の
内
案
の
ド
イ

る
す
見
発
再
を
力
魅
の
内
市
阪
大、
り
巡
を

。
す
で
画
企

ゆ
五
十
三
木
直
・
見
発
再
阪
大
「は
回
今

　

し
題
と」
る
ぐ
め
を
地
の
り
か

14

。
加
参
が
名

直、
れ
さ
内
案
に
ド
イ
ガ
き
歩
街
雄
善
木
青

ゆ
五
十
三
木
直、
家
作
る
あ
で
来
由
の
賞
木

生、
館
料
資
や
碑
学
文、
て
し
と
地
の
り
か

式
株
糖
覚
味
Ａ
Ｈ
Ｕ
や
跡
所
吹
銅
友
住、
た

触
も
に
昔
今
の
阪
大、
ど
な
ル
ビ
社
本
社
会

、
ら
が
な
れ

か
な
の
気
囲
雰
な
か
や
和

策
散

。
た
し
ま
し

。
た
し
ま
し
ご
過
を
間
時
な
義
意
有

さ
ト
ン
ゼ
レ
プ
や
も
い
ま
つ
さ
た
し
穫
収

　

者
加
参
た
し
に
手
を
リ
カ
ヒ
ノ
ヒ
米
新
た
れ

。
た
し
ま
え
終
を
験
体
で
顔
笑、
と
ど
な」
み

収穫体験後には、職員が操作するコンバ
インでの稲刈を見学。迫力ある刈り取りに
子ども達から歓声が上がっていました。
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JA大阪市の活動やイベントをレポート！

巽支店天野康英さんの安納芋の圃場を審査
する様子。立毛（たちげ）とは、耕地に成育中
の農作物のことです。

価
評
合
総
を
程
課
培
栽第

31

会
評
品
毛
立
回

進
増
康
健
ら
が
な
み
し
楽

会
大
フ
ル
ゴ
市
阪
大
Ａ
Ｊ

優勝トロフィーを手に田中代表理事組合長
と記念撮影をする濵田さん。組合長が手にす
るのは、副賞のTFW49のキャディバッグです。

11

部
術
技
市
阪
大
Ａ
Ｊ、
）
火
（日
7
月

会

第
『の
催
主

31

れ
さ
催
開
が』
会
評
品
毛
立
回

の
物
作
た
し
穫
収、
は
会
評
品
毛
立。
た
し
ま

、
い
違
は
と
会
評
品
な
的
般
一
う
競
を
質
品

る
い
て
れ
さ
培
栽

の
物
作
ど
な
菜
野
や
き
花

場
圃、
他
の
態
状
や
質
品

）
と
こ
の
地

を
ど
な
除
防
虫
害
病
や
理
管
の

、
で
の
も
る
す
査
審
に
的
合
総

年
例

11
月
頃Ｊ

は
者
象
対
の
品
出。
す
ま
い
て
れ
わ
行
に

術
技、
で
み
の
員
会
会
部
術
技
の
市
阪
大
Ａ

合
総
の
緑
と
農
部
中
府
阪
大
・
長
部
支
会
部

。
す
ま
り
な
と
員
査
審
が
ど
な
員
職
所
務
事

、
て
れ
か
分
に
班
４
は
ち
た
員
査
審、
日
当

　

ブ
各、
れ
訪
を
場
圃
の
区
地
各
内
市
阪
大

22
名２

は
式
賞
授。
た
し
ま
し
定
決
が
者
賞
入
の

。
す
で
定
予
催
開
に
頃
月

11
月
10

大
フ
ル
ゴ
市
阪
大
Ａ
Ｊ
回
９
第
『て
に
ブ
ラ

含
員
職
役、
れ
さ
催
開
が』
会

め
75

。
加
参
が
名

た
者
加
参、
が
た
し
で
様
模
雨
の
く
に
い
あ

孝
田
濵
の
店
支
吉
住、
は
者
勝
優
の
回
今

優
の
方
た
れ
さ
加
参
り
よ
店
支
吉
住。
ん
さ

は
勝

成
平、

26

大
７
来
以
会
大
回
２
第
の
年

式
彰
表、
に
果
結
の
こ。
す
ま
り
な
と
り
ぶ
会

の
車
愛
も
く
し
奇、
は
ん
さ
田
濵。
り
が
上
り

。
た
し
ま
り
語
に
う
そ
し
嬉
を
と

賞
副
も
に
々
方
た
れ
さ
賞
入
位
上
他
の
そ

　

。
た
し
ま
い
て

第
31

会
評
品
毛
立
回

覧
一
者
賞
入
　
　

）
略
称
敬
・
順
舗
店
（

第
9

会
大
フ
ル
ゴ
市
阪
大
A
J
回

覧
一
者
賞
入
　
　

）
略
称
敬
（

賞
長
合
組
　

店
支
吉
住

田
岡

　

修

）
ナ
ツ
マ
コ
（

店
支
吉
長

田
石

　

）
ン
コ
イ
ダ
（也
祐

店
支
吉
長

田
菰

　

）
ラ
オ
ビ
（宏
昌

店
支
川
淀
東

上
村

　

）
ン
コ
イ
ダ
（子
圭

賞
長
会
　

店
支
巽

    

田
瀧

　

）
ス
タ
レ
（治
義

店
支
美
加

田
池

　

隆

）
ギ
ネ
白
（

店
支
吉
住

田
濵

　

）
ナ
ロ
シ
（孝

店
支
吉
住

田
金

　賞
秀
優
　

店
支
巽

  

野
天

）
芋
納
安
（英
康

店
支
野
平

谷
種

　

）
ナ
ツ
マ
コ
（彰

店
支
吉
住

木
青

　

）
参
人
時
金
（明
清

店
支
吉
住

村
西

　

）
ゴ
チ
イ
（宏
友

店
支
吉
住

樹

　賞
良
優
　

店
支
巽

    

田
荻

）
ン
タ
ボ
葉
（司
昌

店
支
美
加

田
池

　

）
ギ
ネ
白
（勇

店
支
吉
住
東

本
藤

　

郎
一
泰

）
ン
コ
イ
ダ
首
青
（

店
支
吉
住

中
田

　

）
参
人
時
金
（巳
雅

店
支
吉
住

本
松

　賞
力
努
　

店
支
吉
住
東

野
西

　店
支
吉
長

本
芝

　店
支
吉
長

東
北

　店
支
川
淀
東

田
井

　

勝
　
優

店
支
吉
住

     

田
濵

孝

勝
優
準

店
支
巽

         

谷
角

郎
逸

位
３
第

店
支
巽

         

本
橋

朗
幹

賞
ス
ロ
グ
ト
ス
ベ              

店
支
吉
住
東

   

井
桝

樹
雅

              

店
支
川
淀
東

   

井
辻

子
悦

賞
Ｃ
Ｃ
山
野
天              

店
支
巽

         

西
中

樹
弘

賞
日
当

店
支
田
茨

     

口
田

之
雅

      

他
の
そ

賞
位
順

等
14
名
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9月5日（火）
参加者火28名

部
支
破
瓜

行
旅
涼
納

（

　
県
井
福

湖
五
方
三
・
道
街
狭
若
　

）技術部会 瓜破支部（田中雅彦支部長
）

9月22日（金）
参加者14名

部
支
川
淀
東

行
旅
察
視

（

県
山
歌
和

   

・
察
視
村
峰
巨
田
有

   
   
   
   
   
   

り
狩
ウ
ド
ブ

）
技術部会 東淀川支部（井田一裕支部長）

部
支
吉
住
東

会
習
講
芸
手

」
台
鏡
姫
ら
く
さ
「（

Ｆ
２
店
支
吉
住
東

）

9月14日（木）
参加者17名

女性会 東住吉支部（青山和子支部長）

部
支
巽

行
旅
り
帰
日

（

　
県
井
福

湖
五
方
三
・
道
街
狭
若
　
　

）

9月15日（金）
参加者32名

女性会 巽支部（松下順子支部長）

部
支
川
淀
東

行
旅
り
帰
日

  （

県
良
奈

  

ル
テ
ホ
良
奈

）

10月11日（水）
参加者25名

女性会 東淀川支部（西川昇子支部長）

部
支
江
之
住

行
旅
り
帰
日

（

　
県
井
福

湖
五
方
三
・
道
街
狭
若
　
　

）

10月19日（木）
参加者16名

女性会 住之江支部（鈴木久子支部長）

部
支
吉
住
東

行
旅
り
帰
日（

県
良
奈

ル
テ
ホ
良
奈

）

10月23日（月）
参加者30名

女性会 東住吉支部（青山和子支部長）

部
支
巽

会
習
講
芸
手

「

」

                                         （

Ｆ
２
店
支
巽

）

10月16日（月）
参加者20名

女性会 巽支部（松下順子支部長）

広報に届いた写真をご紹介

部
支
川
淀
東

会
習
講
芸
手

氏
代
公

（

Ｆ
２
店
支
川
淀
東

）

9月13日（水）
参加者11名

女性会 東淀川支部（西川昇子支部長）

他の織組たしと心中を家農どな」会部術技「、はに動活織組
「女性会」「年金友の会」などがあり、

多くの組合員さんが様々な立場で活動しています。

ＪＡ大阪市 組織活動
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女性会 加美支部（佐野ひさ代支部長）

部
支
美
加

行
旅
泊
一

（

　
県
野
長

泉
温
郎
太
早
・
原
高
根
ケ
駒

）

11月8日（水）
参加者22名

11月7日（火）
参加者20名

店
支
田
茨

会
修
研
察
視

（

　
府
都
京

  
   
  

館
彩
季
四
・
館
賓
迎
都
京

）
技術部会 茨田支部（綿世良一支部長）

区民まつりに、JA大阪市の各支店も「一支店一地域貢献活動」
として出店。職員と技術部会・女性会の皆さんが協力して
新鮮な地元の農作物を地域の皆さんに安価で提供。

大阪市農業のPRも行いました。

区民まつりで『野菜の即売会』

店
支
巽

り
つ
ま
い
あ
れ
ふ
東
巽（

校
学
小
東
巽

）

4月23日（日）

店
支
吉
長

の
ら
ひ
n
i
3
2
0
2（

）

7月30日（日）

店
支
吉
住

り
つ
ま
民
区
し
よ
み
す（

場
動
運
町
之
沢

）

10月28日（土）

店
本

・
店
支
美
加
・

店
支
吉
長
・
店
支
野
平

り
つ
ま
民
区
野
平（

ド
ン
ウ
ラ
グ
池
戸
出

）

10月28日（土）

店
支
吉
住
東

民
区
吉
住
東

ル
バ

（

場
広
由
自
　
園
公
居
長

）

10月15日（日）

店
支
田
茨

り
つ
ま
民
区
見
鶴（

地
緑
見
鶴
園
公
念
記
博
花

）

10月1日（日）

店
支
川
淀
東

り
つ
ま
民
区
川
淀
東（

所
役
区
川
淀
東

）

9月10日（日）

店
支
巽

ル
バ

〉
り
つ
ま
竜
恐
〈

（

校
学
小
巽

）

8月20日（日）

店
支
吉
長

市
代
古（

）

5月3日（水）
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よ も ぎ コ ー ナ ー「農」と農業者のための情報

受託受付のお知らせしろかき作業
　JA大阪市では、農家組合員の
作業負担を軽減するため、職員
が組合員に代わり農作業を行う
『受託事業』を行っています。

JA大阪市の農家組合員
しろかき作業受託事業利用料

10a 23,100円（税込） ※10a未満は10a料金
（機械利用料・機械運搬料・機械燃料代・作業代を含む）

第９期受講生募集中

年８回
シリーズ

令和６年 3月1日（金）～29日（金）募集期間

開催日程

開催場所

対　　象 講　　師

受 講 料

募集人数

JA大阪市の農家組合員と
　　　　その家族（農業後継者） 
※貸農園利用者は対象外

令和６年４月～令和７年２月
全８回予定（13：30～）

●JA大阪市本店ホール
）１-２-２作鞍美加区野平市阪大（  

●営農促進センター２階会議室
）46-3-6東破瓜区野平市阪大（  

園芸家 中道徹三郎氏
   元大阪府農と緑の総合事務所  農の普及課技師

2,000円（税込） ※令和５年度参考価格  
（テキスト代・講習に伴う諸費用を含む）

15名程度

農業用廃棄ビニール・ポリ等処理農業用廃棄ビニール・ポリ等処理
　　　　　　　
①各支店・営農促進センターで【廃ビ回収袋】を購
入し、その際にお渡しする『申込書』と『委任状』に
必要事項を記入してください。
②廃棄資材を【廃ビ回収袋】に入れて営農促進セン
ターへ持ち込み、ご記入いただいた『申込書』『委
任状』も一緒にご提出ください。

持込期間利用方法

持込場所

対　　象
料　　金

処分費用
対象廃棄物

令和６年 3月下旬予定
営農促進センター
廃ビ回収袋 1袋120L：1,700円（税込）
農業用被覆資材、肥料袋、畔波シート、
農ポリ、育苗箱等

受付のお知らせ

受付のお知らせ不要農薬処分不要農薬処分
申込締切
申込方法

持込場所

令和６年1月19日（金）まで
各支店・営農促進センターにご用意して
いる『申込書』に、処理希望の内容を記入
し、各支店または営農促進センターにご
提出ください。

回収日時・処分費用 申し込まれた方に後日ご連絡

各支店（営農担当者）、営農促進センター

　JA大阪市では、組合員の皆様が処分にお困り
の不要農薬の廃棄処分を受け付けています。処
理業者に依頼するために有料となりますが、処分
を希望される方はご利用ください。

適正な処理で
人と環境にやさしい農業を！

これから本格的に農業に取り組もうと考えておられる
農業後継者等の方々を対象に
野菜栽培などの基礎知識や病害虫についての講習会を開講

《お問合せ・お申し込み》 ご利用の各支店

《お問合せ・お申し込み》 ご利用の各支店

※応募者多数の場合は、
　抽選とさせていただきます。

●廃ビ回収袋の購入時に詳細をご案内します。

　自然環境の保全、管理不全による周辺住民や管
理者の事故などを防ぐため、農薬の管理や破棄に
は十分な配慮が必要です。
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旬鮮倶楽部旬鮮倶楽部
20242024

JAのこだわり
セレクションカタログ

お知らせ

皆様に存分にご満足していただける
旬の品々をご用意いたしました。
旬の味覚が満喫できる月別商品や
贈り物に適した歳時商品、
年間を通じて味わえる通年商品まで、
ご希望に合わせてお選びいただけます。

商品申込締切

商品お届け期間　　　　　　 令和6年4月から令和7年3月まで
毎月、申込商品を宅急便にて産地（加工センター）よりお届け。

カタログ「旬鮮倶楽部」に掲載商品の中から、
毎月１品以上、年間一括でお申し込みください。
2,970円～10,910円（送料・税込）の商品を取り揃えています。

令和６年1月31日（水）

全国の
旬のおいしさを
毎月届けします。

お申込
受付中！

JA大阪市各支店にて販売中 直売所「おいで～菜」平野店
にて玄米を販売中・白米（10kg） 3,300円（税込）

・白米（5kg）    1,850円（税込） ・玄米（5kg） 1,750円（税込）
・玄米（2kg）      700円（税込）【お取り寄せの承り】 ※数に限りがあります

・玄米（30kg）１等米 9,300円（税込）
　　　　　      2等米 8,200円（税込）

「ヒノヒカリ」新米「ヒノヒカリ」新米
令和
5年産

JA大阪市の組合員さんが
丹精込めて育てたお米です

各限定
300袋

店内にて 無料で精米いたします。

大阪市内産のイタリア野菜は

《お申込み・詳細お問合せ》お近くの各支店まで

果物・生鮮品・加工品（お肉・お魚・
惣菜・麺類・デザートなど）を多数掲
載しています。

カタログ・申込書は各支店にご用意

　2022年8月に包括連携協定を締結した四天王寺大学・短
期大学との共同で、大阪市内産イタリア野菜のラベルを製作
しました。現在、JA大阪市直売所『おいで～菜』や『移動販売
車』で販売されている、ケールやトレビスなどのイタリア野菜
に貼られていますので、是非お手に取ってご覧ください。
　また、大阪市内の他の野菜販売所や大阪市内産イタリア
野菜を使った加工食品などにも使っていただけるよう働き
かけています。
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本誌は、府内及び全国の一部JA（系統含む）、府内及び全国の主要図書館、関係団体、JA大阪市店頭において配布。また、JAグループ内で実施される広報誌コンクールへの応募も行っています。

《主催・開催場所》  公益財団法人 平野区画整理記念会館 大阪市東住吉区中野2-7-16　 TEL.06-6702-0513　
会館HP https://kinen100.wixsite.com/kinen

第217回 ひらの寄席

開催日時

料　金

申込方法

令和6年1月11日（木）
  13：30～（開場13：00）
300名
1,100円（税込）　
会館窓口／
チケットぴあ

令和6年1月19日（金）～3月15日（金）
各回13：30～15：00

定　員 笑福亭喬龍
桂米輝
桂春若
桂吉坊
桂文也

新年は笑って福を呼び寄せよう！！
～新春初笑い！～

住民大学講座 平野の歴史講座(全6回)

内容と開催日時

料　金

定　員

申込方法

100名　　　　　

3,300円 全6回分
（税込・資料代込）

会館窓口／
チケットぴあ

～大阪の中でも最古の歴史を誇る平野区の歴史を探る歴史講座～

1月19日（金） 
1月26日（金） 
2月   2日（金） 
2月16日（金） 
3月   2日（土） 
3月15日（金） 

融通念佛　大念佛寺の歴史と教え
杭全神社と自治都市平野郷について
年貢史料から見た江戸時代食の喜連
古河藩平野陣屋の役割と周辺村落
大阪初の民間による学校『含翠堂』誕生物語
平野郷のなりたちと繁栄

茨田支店
東淀川支店

JA大阪市 ホームページアドレス　
https://www.ja-osakashi.or.jp/

本店資産管理相談課
（組合員相談センター）

営 農 促 進 センター

直売所おいで～菜平野店

☎06-6791-3901

☎06-6700-6111

☎06-6702-7739

☎06-6793-8701
☎06-6758-0521
☎06-6791-0546
☎06-6702-0852
☎06-6701-7500
☎06-6691-0293
☎06-6681-4174
☎06-6709-2255

本 店
巽 支 店
加 美 支 店
平 野 支 店
東住吉支店
住 吉 支 店
住之江支店
長 吉 支 店

☎06-6912-1000
☎06-6328-4567

「不断の改革 不断の挑戦 目指せ 地域のオンリーONE!」

◆ 組合員数

◆ 職 員 数

（令和5年10月末現在） 3,281億4,633万円
760億4,944万円
5,580億6,730万円
97億0,595万円

8,300万円

1,006名
19,031名
237名

◆ 貯金残高
◆ 貸出金残高
◆ 長期共済保有高
◆ 年金共済保有高
◆ 購買品供給高

正組合員
准組合員

）
順
演
出
（
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日時
13時から3時間程度 活動内容 集合／会場

（本店集合）マイクロバス移動

第１回
令和6年

5月14日（火）
平野支店

直売所「おいで～菜」

・JA大阪市の事業内容説明　
・直売所見学　・アンケート記入

第２回

第３回

第４回

第５回

令和6年

6月26日（水）

令和6年

9月13日（金）

令和6年

10月31日（木）

令和6年

11月22日（金）

（本店 集合）
営農促進センター

（本店 集合）
営農促進センター

（本店 集合）
貸農園

（本店 集合）
なにわの伝統野菜圃場

・営農促進センターにて「田植え体験」
・アンケート記入

・営農促進センターにて「稲刈り体験」
」学見設施内ータンセ「」会食試米「    

・アンケート記入

・貸農園の見学 　明説の業作託受・  　
・アンケート記入　・座談会

・圃場見学　・収穫体験
・アンケート記入　

第６回
令和7年

2月14日（金） 本店 
・ご意見ご要望改善点等報告会
・アンケート記入　・座談会

● 各回、クオ・カード1,000円分の謝礼があります
● アンケートは活動内でご記入いただき、持ち帰りはありません
● 集合場所まで公共交通機関をご利用の場合は、実費をお支払いいたします

● JA大阪市の准組合員の方（年齢・性別不問）
● 上記日程の活動に6回とも参加できる方

【応募方法】
   応募用紙の場合 応募用紙に必要事項を記入のうえ、JA大阪市支店・本店に持参
　  　                              ※応募用紙は支店・本店設置。またはJA大阪市HPよりダウンロードしてください。

　   はがきの場合      下記の必要事項を記入のうえ、下記宛先に郵送
　  　　                            〒547-0004 大阪市平野区加美鞍作2丁目2-1 JA大阪市本店組織活性対策課

　    メールの場合     下記の必要事項を記入のうえ、右記アドレスに送信　r-soshik@win.jaosk.jp

　　＝必要事項＝ 「准組合員モニター希望」と明記（メールの場合は件名に）
　　　　　　　　　 ①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤性別 ⑥電話番号 ⑦利用店舗

【応募期間】 令和6年2月29日(木）締切
【募集人数】20名程度  応募者多数の場合は抽選  ※モニター決定の通知は、3月初旬に郵送にてご連絡します。

【お問合せ】JA大阪市本店 企画管理部 組織活性対策課　TEL.06-6793-8701(代表）

応募
条件

待遇

JA大阪市の事業や施設を見学・体験して、ご意見ご要望をお聞かせください。

参加謝礼
あり

　JAでは、正組合員の皆さんは総代会等でJAの運営に関与できる一方、准組合員の皆さん

にはその機会がありませんでした。そこでJA大阪市では、准組合員を「正組合員と共に地域

農業や地域経済の発展を支えるパートナー」と位置づけ、令和3年度から『准組合員モニター

制度』を開始。皆様の貴重なご意見を今後のJA運営に活かしていきたいと考えております。

※新型コロナウイルス感染症のため、中止または延期・活動内容の変更を行う場合があります。



農業体験や新米の試食もできます！
是非ご応募ください！

令和６年度

第４期

「農」の営みを通して JA大阪市を知り
ご意見やアイデアをください！

日程・応募方法など詳しくは裏面をご覧ください

ご参加いただいた皆様に

クオカード 1,000円分
プレゼント！

ご参加各回（６回）

准組合員モニター准組合員モニター

【お問合せ】JA大阪市本店 企画管理部 組織活性対策課TEL.06-6793-8701(代表）

【応募期間】 令和6年 2月29日（木）まで
【応募方法】 応募用紙の店舗持参・おはがき・メールにて

● JA大阪市の准組合員の方（年齢・性別不問）
●  5月スタートの全日程に参加できる方（全6回）

５月～2月
全 6回

令和6年　　令和7年募集中！募集中！20名20名

2024

350

合
組
同
協
業
農
市
阪
大

　集
編
・
行
発

  

　
　
　課
策
対
性
活
織
組

　部
理
管
画
企

〒

七
四
五

四
〇
〇
〇

号
一
番
二
目
丁
二
作
鞍
美
加
区
野
平
市
阪
大

  

萌


